
2011年(平成23年)5月31日(木曜日)長~ t言毎こどセ記者ニュース
A.うらしま未払王寺詰をあけておじ
いさん巳芯つだ燭所と言われているよ
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安義のにおい、未のにおい、金のにおいを平易

昧むつτ宅れたでしょ '?P~~
替を保護することの重本苔と閣時に、その木
は誰のものt;2たq)か、自容に大きくなっ疋の
ではない、地元の人たち語使ってもtJUのでは
なUか。こういうことも考えてみる必蔓がある
と思います。
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想5③宇品たちに白議の良さを拘っ

てもらえて、とてもうれしいで

す。 (2年片山雄太さん〉
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③子どもたちに薮えるのが詰め

てだったので、良い経験になり

ました。

(2年木材育子さん〉

楽しそうに学べていたので良

かった。これからも森の大切さ

を知ってもらいたい。

(2年林由布子さん〉
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③善白の企歯で未告の白識の良

さに気付く事ができまし疋。

(2年

⑧ 記者のみなさんが熱Is¥に説明

を聞いてくれたので良かったで

す。自分たちも良い勉強になり

ました。

(2年古田啓悟さん〉
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ひ
と

ま
さ
か
の
人

高
校
野
球
県
大
会
の
取
材
で
初

年
以
上
前
、
め
ず
ら
し
い
間
違
い

を
し
ま
し
た
。
当
時
は
フ
ィ
ル
ム
の

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
夕
刊
用
の
写

真
は
、
球
場
内
で
フ
ィ
ル
ム
を
現
像

し
て
、
専
用
の
機
器
で
現
地
か
ら

送
信
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
第

一
試
合
、
結
果
は
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
。

ホ
ー
ム
イ
ン
し
て
大
喜
び
す
る
“
三

塁
ラ
ン
ナ
ー
"
の
写
真
が
夕
刊
に
載

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
ラ
ン
ナ
ー
で
は

な
く
、
興
奮
し
て
続
け
て
ホ
ー
ム
に

イツテリア桝の先生と生徒さんが、ヒ. ~ 
て名札を作って用意しておいてくれたよ。

こども記者の名前と怠ーのちゃんがレーザ で刻まれて

こいい! いい香りもするよ。
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ん
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手
)
だ
っ
た
の
で
す
。
夕
刊
を

見
た
読
者
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
ま

だ
球
場
で
ほ
か
の
試
合
を
取
材
し

て
い
る
時
に
デ
ス
ク
か
ら
連
絡
が
来

ま
し
た
。

現
像
し
た
フ
ィ
ル
ム
(
ネ
ガ
フ
ィ
ル

ム
)
を
あ
ら
た
め
て
見
る
と
、
ホ
ー

ム
へ
向
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う
三
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ナ
ー
が
写
っ

た
コ
マ
の
少
し
後
に
、
万
歳
し
て
跳

び
は
ね
る
三
塁
コ
ー
チ
の
姿
が
写
っ

て
い
ま
し
た
。
送
っ
た
の
は
そ
の
写

真
で
し
た
。
よ
く
見
れ
ば
、
顔
が
違
っ

た
り
し
て
気
づ
い
た
は
ず
で
す
が
、

最
終
的
な
確
認
を
お
こ
た
り
、
一

番
い
い
ア
ク
シ
ョ
ン
の
場
面
を
選
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

写
真
を
選
ぶ
時
は
、
人
物
や
場

所
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
、
写
真
と

写
真
説
明
が
合
っ
て
い
る
か
、
細
心

の
注
意
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を

痛
切
に
学
び
ま
し
た
。

蔽t誌などでなやんだら佳信こどちio醤クラブに金義に泊殺してね。働こ出捕からの揃らせ 匂 鍋神経などの舗な錨を蛸した掛、みんなが沿いたイラストち繰日1るよ !
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